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日
本
漢
音
資
料
に
見
ら
れ
る
全
濁
声
母
字
の
濁
音
形

佐

々

木

勇

一
、
問
題
の
所
在

わ
が
国
の
漢
音
・
呉
音
と
、
中
国
中
古
音
と
の
対
応
の
原
則
は
、
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
正
確
に
捉
え
ら
れ
て
来
て
い
る
。
し
か

し
、
現
存
す
る
古
訓
点
資
料
を
ひ
も
と
く
折
に
、
そ
の
対
応
の
原
則
に
合
致
し
な
い
例
に
、
我
々
は
し
ば
し
ば
接
す
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
様
な
例
の
中
で
、

日
本
漢
音
の
頭
音
に
注
目
し
た
い
。

日
本
漢
音
の
頭
音
は
、
中
田
中
古
音
の
芦
母
と
左
の
よ
う
な
原
則
で
対
応
す
る
。

《
原
則
》

ω有
声
音
と
な
る
も
の

l
l清
渇
芦
母
字
・
影
母
字

ω無
声
音
と
な
る
も
の
|
|
全
濁
声
母
字
・
次
清
声
母
字
・
清
声
母
字
(
除
影
母
字
)

い
ま
、
こ
の
内
の

ωに
問
題
を
絞
る
。
日
本
漢
音
で
は
、
中
国
原
音
の
全
濁
声
母
字
・
次
清
声
母
字
・
影
母
字
を
除
く
清
芦
母
字
は
、

無
芦
音
と
な
る
の
が
原
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
商
戸
点
加
点
例
を
持
つ
現
存
の
日
本
漢
音
資
料
中
に
は
、

ωの
声
母
字
に
渇
声
点
が
加
点

645 

さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
全
渇
芦
母
字
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。

中
国
中
古
音
の
全
濁
声
母
字
が
漢
音
で
は
概
ね
清
音
で
現
れ
る
中
で
、
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
濁
音
形
の
有
り
さ
ま
を
伝
存
す
る
訓
点
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資
料
に
よ
っ
て
と
ら
え
、
そ
の
具
体
例
に
基
づ
い
て
存
在
理
由
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
全
渇
芦
母
字
へ
の
渇
戸
点
加
点
例

ま
ず
、
漢
音
資
料
に
お
け
る
濁
声
点
加
点
の
実
例
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

I
院
政
期
以
前

問
題
の
性
格
上
、
漢
音
資
料
中
で
調
音
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
初
期
の
資
料
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
漢
音
資
料
中
に
日
本
漢
音
で

(1) 

濁
る
こ
と
を
示
す
満
声
点
を
加
点
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
後
期
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
は
遡
れ
な
い
。
し
か
も
、
院
政
時
代
に
入

っ
て
も
、
資
料
に
よ
っ
て
は
清
濁
を
区
別
し
な
い
た
め
、
対
象
資
料
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
様
な
状
況
下
で
、
平
安
後
期
か
ら
院
政
期
の
加
点
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
を
、
左
に
分
類
し
て
掲
げ
て
み
話

ハ
門
漢
籍

A
字
音
直
読
資
料

①
長
承
本
『
蒙
求
』
長
承
三
年
(
二
=
西
)
点

タ
亭
ヤ
ウ
占

n

q

h

ゅ

，

。

タ

セ

ι吋

'

h

y

ヤ

ウ

タ

ウ

ク

ヤ

内

川

崎

キ

g

居

街
j

(

9

)

〈街
l
匝
母
〉

J

一
個
(
印
)
〈
飽
|
並
母
〉
堕
市
街
)
〈
堕
i
定
母
〉
.
尚
却
(
%
)
〈
鵠

l
群
母
〉
淳
一
拒
(
湖
)
〈
拒
l

群
母
〉

B
訓
読
資
料

②
『
・
田
氏
文
集
』
巻
三
・
四
天
永
四
年
(
一
二
三
)
点



堂
曲
者
会
一

ω)〈
堂
|
定
母
〉

③
天
理
図
書
館
蔵
『
弘
決
外
典
妙
』
院
政
初
期
点

随
.
国
の
(
幻
注
)
〈
随
1
邪
母
V
K
B
-
署
(
白
注
文
署
l
禅
母
〉

相
l
d民
l
J
賀
ス
(
日
注
)
〈
賀
|
匝
母
〉

向
仏
典

A
字
音
直
読
資
料

日本漢音資料に見られる全潟声母字の渇音形

@
『
不
動
念
請
次
第
』
長
暦
元
年
(
一

O
三
七
)
点

一
.
・
切
兵
一
~
耳
(
お
)
〈
具

l
群
母
〉
成
加
古
)
〈
尽
|
従
母
V

B
訓
読
資
料

@
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
恵
果
和
上
之
碑
文
』
平
安
後
期
点

増
・
九
の
(
叩
)
八
乱
|
匝
母
〉
伊
京
(
U
)
入
代
|
定
母
〉
ぷ
l
市
の
(
引
)
〈
韓
|
匝
母
〉

@
高
山
寺
蔵
『
恵
果
和
上
之
碑
文
』
平
安
後
期
点

同記
7
(
7
〉
〈
定
母
〉
応
ヲ
(
お
)
〈
従
母
〉

M 

重
。
居
(
百
注
)
〈
瞳
|
定
母
〉

@
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
天
永
田
年
(
一
二
三
)
d
…

慣
習
反
消
行
回
帰
常
(
児
ウ
)
〈
尚
|
禅
母
・
行
|
匝
母
v
d
V
1
照
宮
ウ
)
〈
蔵
|
従
母
〉
も
1
后
(
臼
オ
)
〈
夏
|
匝
母
〉

@
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
三
天
治
三
年
(
一
一
一
一
六
)
点

話
l
仇
セ
ラ
レ
テ

(m)〈
伐
|
奉
母
〉

鴻血
1
業
を
(
抑
)
〈
鴻
|
匝
母
〉

⑦
図
書
寮
本
『
文
鏡
秘
府
論
』
保
延
四
年
(
二
三
八
)
点

出
品
で
(
東
5
)
〈
神
母
〉

647 

3
対
(
東
4
)
〈
字
|
従
母
〉
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@
天
理
図
書
館
蔵
『
大
慈
思
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
一

湾
被
安
)
〈
城
l
禅
母
〉

【

A
“
高
】

@
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
新
修
往
生
伝
』
巻
下
保
元
三
年
(
二
五
八
)
点

均
(
日
オ
)
〈
鎧
|
匝
母
〉
帥
誕
時
=
(
日
ウ
)
八
誕
|
定
母
〉

右
に
は
、
接
音
尾
字
に
続
く
た
め
の
連
渇
と
考
え
ら
れ
る
例
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
も
比
較
的
多
く
存
す
る
。
ま
た
、
特

院
政
中
期
点

定
の
芦
母
に
潤
音
形
が
見
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
も
伺
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
漢
音
資
料
に
お
け
る
全
渇
声
母
字
の
調
音
形
の
存
在
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

A
日
本
漢
音
の
母
胎
音
が
、
全
潤
声
母
字
の
無
声
化
を
完
了
さ
せ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。

B
別
の
体
系
と
し
て
既
に
わ
が
国
に
存
在
し
て
い
た
「
呉
音
」
の
混
入
で
あ
る
。

A
は
、
『
日
本
書
紀
』

α
群
の
漢
字
に
、

全
潤
声
母
字
を
濁
音
仮
名
と
す
る
例
が
僅
か
な
が
ら
残
る
こ
と
を
見
れ
ば
)
、

こ
れ
に
読
く
所

謂
日
本
漢
音
に
も
中
国
原
音
を
反
映
し
た
全
調
声
母
字
の
有
戸
音
が
残
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

わ
れ
る
。

一
概
に
否
定
で
き
な
い
も
の
と
思

B
の
考
え
は
)
日
本
漢
字
音
に
お
い
て
、

が
一
般
に
存
す
る
中
で
、
漠
然
と
採
ら
れ
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

全
潤
字
は
呉
音
で
濁
・
漢
音
で
清
(
例
え
ば
、

字
l
ジ

(
呉
)
・
シ

(
漢
)
)
、
と
い
う
規
範

そ
こ
で
、

ま
ず
こ
の
ど
ち
ら
の
理
由
で
日
本
漢
音
資
料
中
に
渇
音
形
が
見
ら
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
再
度
、
前
掲
の
浦
戸
点
加
点
例
に
目
を
戻
す
と
、
そ
れ
ら
の
例
の
多
く
が
仏
典
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

B
呉
音
形
の
混

入
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
そ
う
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
用
例
数
が
少
な
く
、
右
掲
の
例
の
み
で
は
判
然
と
し
な
い
点
が
残
る
。



E
鎌
倉
期
以
降

右
の
予
想
を
確
か
め
る
た
め
に
、
用
例
を
鎌
倉
期
以
降
の
資
料
に
求
め
て
み
る
。

得
ら
れ
た
用
例
を
、
前
節
と
同
様
の
分
類
で
掲
げ
る
が
、
例
数
が
多
く
な
る
た
め
、
代
表
的
な
日
本
漢
音
資
料
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
文

付
漢
籍

献
の
例
を
、
表
に
ま
と
め
て
記
す
こ
と
に
す
る
。

A
字
音
直
読
資
料

『
蒙
求
』
諸
本
《
全
渇
字
異
な
り
字
数

日本漢音資料に見られる全渇芦母字の-渇音形649 

芦摩f案音

三
三
一
》

①
長
承
本
一
一
三
四
年
点

④
東
洋
文
庫
本
鎌
倉
中
後
期
点

⑤
道
順
書
写
本
鎌
倉
後
期
点

@
康
永
本
一
三
四
五
年
点

⑦ 
国

会
図
書
館
本
『
重
新
点
投
附
音
増
註
蒙
求
』
応
永
七
年
(
一
四
O
O
)
頃
朱
点

③
国
会
図
書
館
本
『
附
音
増
広
古
註
蒙
求
』
大
、
氷

五
年
(
一
五
二
五
)
点

邪 母

一

一

⑤

一

@

一

⑦

@

一

随

万

一

一

随

ぉ

一

一

日

明

日

:

粟

ω
尋
m

一

一

一

一

一

。

辞

m
m抑

制
抑
制

一

一

一

一

。

詔

om
十
。

ω

一
詔
問
時

m
樹
羽
・
割
問

一

一

一

一

。

【

】

74M

一。ゥ

一

一

一

一

一

拾

m
域

m

。館山

i

・e・-ハ配
-u
動
川
.
p
r
-
l
i
z
-
-
-
h慨し
uulu劃
U
:
一
郎
引
説
U

針
。
山
一
品
ト
.
的
川
町
一
軍 •• 
U

，開『

。

-

-

-

-

-

-

"

-

。

-

ガ

ウ

ガ

ワ

ガ

ワ

ガ

一

一

一

一

一

。

降

n
号
剣
豪
仰
何
日

① 

@ 

禅匝
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音裂破|音擦破

神!!休 i従
ーーーーーーー一ーー-ー一一一一一戸--戸--戸=

5 11 出 !OU I~. 

(5)llj i l |:  

i斜:i.捧シ
!' 33K r 312 

~!II排〉良ヒ
(11) 11 : 19 'ro I 

5 11“ll1  I 
(5) " 

一一円一-;-一
:字シ
;222 

15 11 ∞が liiJE。
同零封 苧tj | ; ;詐

穐;
ug 
占5

岐ギ:杖話断5堕〆j 昆ピ IÎI百三!土~i 慈ジ
31 ウ4lD 4惣 10 1.日夕 2z 3lZ 

: 201 j~n I m in 
鯨~i 116 回デ… ::"~I :f，fP.)一

511 品y事4T1ti;E
5)g捕バ 儲パー正三.，. I 

i 1題ィmy! tl l j j 
115 杜A 勃ず

i 1第~îu.! 311 
jお

計

o 

(
。
印
は
、
援
且
日
尾
字
に
続
く
例
。
左
傍
線
を
引
い
た
例
は
、
仮
名
書
き
音
形
か
ら
呉
音
形
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
向
。
)

37 
(45) 

B
訓
読
資
料

②
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
四
天
永
四
年
三
二
三
)
点

段
本
紀
建
暦
一
元
年
(
一
一
一
一
一
)
点

⑮
高
山
寺
本
『
論
語
』
巻
七
・
八
鎌
倉
初
期
点

⑫
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
建
長
五
年
(
一
二
五
三

)
2正
嘉
元
年
三
二
五
七
)
点

⑪
高
山
寺
本
『
史
記
』

⑬
『
白
氏
文
集
』
巻
四
正
応
二
年
(
一
二
八
九
)
点

⑪
『
文
選
』
正
安
二
年

(
=
δ
二
)
点

(
一
三
五
二
)
占
山

⑮
『
白
氏
文
集
』
巻
三
承
平
七
年
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⑪ 

⑪ 

・:
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八タ;l 64 

(16 ['1 i5f ⑫ 

鵠八。3: 1 3訂
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319ト ; j 

・.一i 

タ π
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i 1勾! i罪河十 i
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36 

⑮ 

お0

-i :第
:119921 1 
292 

同
仏
典

A
字
音
直
読
資
料

的
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
諸
本
《
全
濁
字
異
な
り
字
数

二
四
五
》
(
党
語
音
写
字
・
陀
羅
尼
字
は
除
く
。
)

651 

①
仁
和
寺
蔵
建
久
八
年
(
二
九
七
)
頃
点

①
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
鎌
倉
中
期
点

@
竜
門
文
庫
蔵
延
慶
二
年
二
三
O
九
)

;点

①
国
会
図
書
館
一
蔵
元
応
二
年
(
三

δ
二
)
点
@
東
寺
蔵
鎌
倉
末
期
朱
点
(
第
一
四
函
1
号日
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擦 芦

@
 

罰
.
下
側
刻
罰
上
初
乳
下
町
制
罰
"
下
知

.5上
町

m
m
m
m

一
復
h

上

m
m
F上
m

.
根
"
上

m
M保
川
上
町
一
復
"
上

m中
mωω
下

m

復
"
中

m

一
・
復
"
上
問
問
中
組
下
3

復
"
中

m
m
m
m

一
減
"
中
却
下

m
m
7

一
帯
"
土

m
m
m
・
覆
上

ω

擦
一

j

i

t

-

-

q

-

j

j

j

j

j

J

目
d
目円・・・:・・・・〆
-R
・a:
目:
i
J
:
宅
:
j
j
j
i
i
J・2
・・
ji---主iz--

一

・

=

w

邪

"

上

舵

中

m下
切
・
一
巡
下
加
。
邪
・
中

m
n
一
。
邪
上
田
中
却
抱
一
巡
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ω『
般
若
理
趣
経
』
諸
巧
《
全
濁
字
異
な
り
字
数

@
高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
@
高
山
寺
蔵
正
保
四
年
〈
一
六
四
七
)
写
本

母
一

九
一
》
(
党
語
音
写
字
・
陀
羅
尼
字
は
除
く
。
)

声

@ 

@ 

音擦摩

匝;奉

華:
67 

翠 j

獲.5:縛2
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計
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B
訓
読
資
料

@
高
山
寺
蔵
『
恵
果
和
上
之
碑
文
』
平
安
後
期
点

①
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
新
修
往
生
伝
』
巻
下
保
元
三
年
(
二
五
八
)
点

@ 

高
山
寺
蔵
『
文
鏡
秘
府
論
』
天
巻

鎌
倉
初
期
墨
点
(
五
七
函
6
号
)
(
月
本
雅
幸
「
高
山
寺
蔵
文
鏡
秘
府
論
の
訓
点

l
訳
文
・

天
巻

l
」
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
八
十
二
輯
に
よ
る
)

@
京
都
女
子
大
学
蔵
『
表
白
集
』
鎌
倉
中
期
点

①
六
地
蔵
寺
蔵

『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
鎌
倉
末
期

t
南
北
朝
期
点
(
た
だ
し
、
調
査
は
巻
一

2
巻
五
の
漢
音
の
合
符
が
加
点
さ
れ
た
例
に
限
る
)

声
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巴
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日本漢音資料に見られる全潟声母字の潟音形
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三
、
全
渇
声
母
字
渇
音
形
の
由
来

右
に
一
覧
し
た
全
濁
字
に
対
す
る
渇
戸
点
加
点
例
か
ら
知
ら
れ
る
点
を
以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

ω初
期
の
渇
戸
点
加
点
資
料
(
平
安
後
期
・
院
政
期
の
資
料
)
に
お
け
る
、
全
調
戸
母
字
清
音
形
の
出
現
状
況
は
、
特
定
の
声
母
に

偏
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
事
情
は
時
代
を
降
っ
て
み
て
も
変
わ
ら
な
い
。

ω時
代
が
降
る
と
共
に
、
渇
音
形
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

655 

ω渇
音
形
は
、
仏
典
に
比
較
的
多
く
、
漢
籍
に
少
な
い
。

ωこ
の
傾
向
の
も
と
で
、
漢
籍
の
『
蒙
求
』
で
は
、
僧
侶
の
加
点
に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
①
長
承
本
・
④
東
洋
文
庫
本
に
比
較
的
多
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く
の
潤
音
形
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
は
、
先
の
両
可
能
性

A
日
本
漢
音
の
母
胎
音
が
、
全
渇
声
母
字
の
無
戸
化
を
完
了
さ
せ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。

B
別
の
体
系
と
し
て
既
に
わ
が
国
に
存
在
し
て
い
た
「
呉
音
」
の
混
入
で
あ
る
。

の、

B
説
を
支
持
す
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、

ω・
ωの
点
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
国
原
音
に
お
け
る
全
滴
音
の
無
戸
化
の

(8) 

実
態
が
、
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ω全
渇
音
の
無
戸
化
は
惰
宋
唐
初
期

(
7
世
紀
)
か
ら
見
ら
れ
、
唐
代
を
通
じ
て
進
行
す
る
。

ω摩
擦
音
↓
破
擦
音
↓
破
裂
音
の
順
で
進
行
す
る
(
定
母
が
最
も
遅
れ
る
)
。

ω唐
代
(
六
一
八
1
九
O
七
年
)
末
に
至
っ
て
も
完
全
に
は
完
了
し
な
い
。

中
国
で
の
全
渇
音
の
無
芦
化
は
、
破
裂
音
(
並
・
定
・
澄
・
群
母
)
が
最
も
遅
れ
た
事
が
判
明
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
漢
音

資
料
の
全
潤
声
母
字
へ
の
濁
芦
点
加
点
例
が
、
中
国
原
音
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
な
ら
ば
、
並
母
・
定
母
・
澄
母
・
群
母
に
、

よ
り
多

く
の
例
が
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
得
ら
れ
た
用
例
の
当
該
字
の
声
母
は
様
々
で
あ
り
、
特
定
の
偏
り
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
原
音
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
た
と
い
う
A
説
は
、
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

A
説
で
は
、

中
国
側
で
全
渇
声
母
字
の
無
声
化
が
進
行
す
る
中
で
わ
が
国
で
は
逆
に
全
渇
戸
母
字
の
潤
音
形
が
増
え
続
け
る
現
象
と
、
漢
語
よ
り
も
仏

典
に
潤
音
形
が
多
い
と
い
う
事
実
を
説
明
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
全
渇
字
の
清
音
形
は
、
漢
音
の
母
胎
と
な
っ
た
中
国
音
の
も
の
を
引
き
継
い
だ
の
で
は
な
く
、

呉
音
形
の
影
響
に
よ
っ
て
わ
が
国
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。



四
、
全
渇
戸
母
字
渇
戸
点
加
点
例
の
声
調

こ
こ
で
は
、
濁
声
点
が
担
っ
て
い
た
、
濁
音
表
示
以
外
の
も
う
一
つ
の
機
能
で
あ
る
声
調
表
示
の
点
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
み
た
い
!
?

は
た
し
て
漢
音
戸
調
の
佳
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
声
調

な
わ
ち
、
呉
音
の
影
響
に
よ
る
渇
音
形
を
と
っ
て
い
た
漢
字
の
声
調
は
、

も
や
は
り
呉
音
戸
調
に
変
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
解
明
に
あ
た
っ
て
は
、
各
漢
字
の
漢
音
声
調
・
呉
音
戸
調
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
字
の
わ
が
国

日本漢音資料に見られる全渇声母字の濁音形

で
の
漢
音
声
調
・
呉
音
声
調
を
、
何
の
限
定
も
な
し
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、
漢
音
声
調
と
呉
音
芦
調
と
が
等
し

い
漢
字
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
右
の
全
濁
声
母
字
に
加
え
ら
れ
た
渇
芦
点
が
示
す
声
調
を
『
広
韻
』
の
声
調
と
比
較
し
、

そ
こ
で
相
違
の
見
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。

(9) 

『
広
韻
』
声
調
と
の
比
較
の
結
果
、
そ
の
芦
調
と
一
致
し
な
い
例
を
持
つ
漢
字
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

-
『
広
韻
』
平
戸
で
あ
る
が
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字

@
城
、
①
時
慈
、
@
①
一
房
、
@
邪
持
除
、
@
回
童
、
①
塵

(
い
ず
れ
も
呉
音
資
料
で
は
、
去
声
ま
た
は
L
一
戸
で
あ
る
漢
字
)

2

『
広
韻
』
平
戸
で
あ
る
が
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字

①
何
、
@
凡
群
(
い
ず
れ
も
呉
音
資
料
で
は
、
去
声
ま
た
は
上
戸
で
あ
る
漢
字
)

3

『
広
韻
』
上
声
で
あ
る
が
平
戸
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字

657 

①
緊
杖
、
@
@
堕
、
@
土
下
(
呉
音
資
料
で
は
、
「
杖
」
の
み
去
声
・
上
声
。
他
は
、

い
ず
れ
も
平
戸
の
漢
字
)

4
『
広
韻
』
去
声
で
あ
る
が
平
戸
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字
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(ω) 

⑦
字
、
④
暴
、
①
@
①
@
復
、
@
患
白
、
@
侍
地
、
①
事
代
度
(
呉
音
資
料
で
は
、
「
代
」
の
み
去
声
・
上
戸
。

他
は
、

い
ず
れ

も
平
戸
の
漢
字
)

5
『
広
韻
』
去
声
で
あ
る
が
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
字

③
署
、
④
@
童
、
①
@
@
備
、
①
鼻
、
@
白
、
@
字
(
呉
音
資
料
で
は
、

「
署
」
は
去
声
。
他
は
、

い
ず
れ
も
平
声
の
漢
字
)

右
の
、
『
広
韻
』
声
調
と
異
な
る
と
こ
ろ
の
声
調
は
、

(口)

で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
訳
を
資
料
毎
に
み
る
と
、
次
の
二
点
が
判
明
す
る
。

5
の
場
合
を
除
き
、

大
部
分
が
呉
音
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
戸
詞
と
一
致
す
る
の

ω呉
音
声
-
調
と
一
致
す
る
例
を
持
つ
資
料
は
、
仏
典
(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
献
記
号
)
に
多
い
。

ω呉
音
声
調
と
一
致
す
る
例
は
、
時
代
が
降
る
と
共
に
増
加
す
る
。
(
鎌
倉
時
代
以
降
〈
④

t
・
①

t〉
の
資
料
が
多
い
。
)

す
な
わ
ち
、
比
較
的
早
い
時
期
の
資
料
や
漢
籍
訓
点
資
料
で
は
、
呉
音
の
影
響
を
受
け
て
濁
音
形
は
採
る
も
の
の
、
そ
の
声
調
は
、
漢

音
声
調
の
僅
の
例
が
多
い
が
、
仏
典
や
、
漢
籍
で
も
時
代
の
降
っ
た
資
料
で
は
、
声
調
ま
で
も
呉
音
声
調
と
な
る
例
の
割
合
が
高
く
な
る

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

玉
、
全
渇
戸
母
字
濁
声
点
加
点
字
の
仮
名
書
き
音
形

こ
こ
で
、
視
点
を
移
し
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
し
て
き
た
潤
戸
点
加
点
例
の
、
各
字
の
日
本
漢
字
音
に
お
け
る
仮
名
書
き
音
形
に
つ
い
て

調
べ
て
み
る
。
す
る
と
、
漢
音
形
と
呉
音
形
と
が
清
謁
の
み
の
相
違
で
あ
り
、
仮
名
書
き
音
形
で
は
等
し
い
漢
字
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
れ
る
。
漢
音
と
呉
音
と
が
、
仮
名
書
き
音
形
で
異
な
る
漢
字
は
、
次
の
九
字
に
過
ぎ
な
い
。

-
行
・
域
・
牽
・
下
・
誠
・
思
・
患
・
夏
・
凡



し
た
が
っ
て
、
呉
音
と
仮
名
書
き
音
形
は
同
形
で
あ
っ
て
、
清
濁
の
み
の
相
違
の
漢
字
に
つ
い
て
特
に
、
早
く
か
ら
呉
音
と
同
じ
く
滑

(ロ)

音
で
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

右
に
記
し
た
「
行
」
以
下
の
例
は
、
実
際
の
資
料
中
の
仮
名
書
き
音
形
も
呉
音
形
で
あ
り
漢
音
の
全
濁
声
母
字
の
荷
主
日
形
の
例
か
ら
は

除
外
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
、
連
渇
に
よ
っ
て
濁
音
に
な
っ
た
可
能
性
の
存
す
る
も
の
で
払
問
。

の
事
実
は
、
室
町
時
代
以
降
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

漢
音
と
呉
音
と
で
仮
名
書
き
音
形
が
同
一
で
あ
り
、
漢
音
1
清
・
呉
音
|
濁
の
漢
字
が
、
多
く
呉
音
の
濁
音
で
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

①
『
文
明
本
節
用
集
』
文
明
六
年
(
一
四
七
四
)
頃
写

日本漢音資料に見られる全濁声母字の渇音形

漢
音
形
と
し
て
朱
書
き
さ
れ
た
音
の
中
に
、
呉
音
形
と
清
渇
の
相
違
だ
け
の
全
濁
音
字
に
、
渇
点
を
付
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
本
資
料
に
名
高
い
「
不
満
点
」
は
、
漢
音
で
も
濁
音
で
読
ま
れ
が
ち
な
全
濁
声
母
字
に
対
し
て
、
そ
の
漢
音
は
清
音
で
あ

{
M
)
 

る
こ
と
を
敢
え
て
示
し
た
符
号
で
あ
る
。

次
の
全
濁
音
字
に
は
濁
音
形
し
か
記
さ
な
い
。

つ
て
は
、
本
来
漢
音
で
あ
る
清
音
形
は
、
記
す
必
要
の
な
い
音
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
九
日
。

ピ

ピ

ベ

ム

デ

フ

バ

チ

パ

チ

バ

タ

デ

タ

・

J
Y

グ

グ

タ

ポ

フ

・

ポ

タ

奉
母
1

鼻
m
j
備
9
i
便

m
i
仏
1
3
罰
m
t
伐
u
i
縛
M
M
j
復
叩
i

父
ω
1
5
服
問
17
乏
m
1
4

ズ
イ

d

ク

ヨ

タ

晶

ム

ダ

皐

ム

タ

ム

ク

ヤ

邪
母
|
随
甥
14
辞
出

13
徐
ω
i
旬
附
12
巡
犯
13
尋
白
14
邪
附
11

J
A
イ

d

d

』

ム

ゾ

ヤ

ウ

ク

タ

タ

フ

タ

ヤ

ウ

タ

ム

ゼ

ム

d
y
-
-

ム

ク

ア

禅
母
|
瑞
日

11
侍

m
l
l
禅
a
i
常
m
l
7
熟
n
I
2
十
郎

i

上
m
i
甚
附
15
善
お

16
順
m
t
5
什
臼
I6

f

f

d

n

イ

ガ

イ

グ

墨

ム

グ

ム

ガ

ウ

ガ

ウ

ガ

ウ

ガ

ム

・

ゴ

ム

匝
母

l
互
m
i
護
U
1
6
害

n
1
7
亥
m
s
l
幻
m
I
5
玄
m
i
-号
制

13
豪
悶

15
号
UA17
含
日
i

学
制
14

ク

タ

ク

ザ

イ

ザ

イ

ザ

イ

タ

ム

ザ

ム

ゼ

ム

ゼ

ム

ザ

従
母
|
白
川
l2
慈
U
1
6
字
卸
17
罪
問
i

財
m
l
I
在

n
i
尽
問
。
l
残
U
1
1
前
ぉ

i

全
m
i
坐
n
j

②
珠
光
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
天
正
十
八
年
(
一
五
九
O)
刊

原
則
と
し
て
、

漢
音
と
呉
音
と
の
両
音
形
を
掲
げ
る
音
義
で
あ
る
が
、

659 

珠
光
に
と

{
以
下
八
字
略
)

(
以
下
一
四
字
略
)

(
以
下
二
ニ
字
略
)
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群澄定並神林
母母母母母母
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抵ギ持ヂ堂f倍ゴ楯三事d

H56 Z4 11Z0 ム 1~6

具〆除ゴ道f 婆パ J!~~ 助2
????lj4ム?

ダ

ヤ

ウ

ザ

ム

ダ

状
m
l
3

語
口
1
5

士
郎
t
T

S

醤

ウ

ク

チ

ク

晶

ツ

ゼ

チ

3

縄
“
1
4

実
n
1
2

術川町
1
4

舌
u

i

示
U
I
6

神
u

i

チ

ミ

チ

パ

ム

ベ

ム

ポ

ペ

チ

ピ

ピ

放
日
1
4

践
的
1
1

伴
9
1
5

弁
u
l
I

菩
刊
i

別
問
1
2

見
U
1
1

稗
U
1
3

V
ウ

ド

ウ

ド

ウ

ダ

イ

ダ

イ

ダ

イ

ド

ム

〆

ム

同
町

t
童
m

i

動
m

i

犬
m

i

品目
i

代
目
i

鈍
千
3

団
お
1
4

ヂ

ム

デ

ム

ヂ

ヤ

ウ

ヂ

ヤ

ウ

ザ

ム

ヂ

ヤ

ウ

ヂ

ム

r
o

塵
お
1
5

伝
U
1
2

場
お
1
3

丈
m
I
E

沈
n
1
5

長
町
i

纏
釘
i

障
問
1
1

〆

ム

ギ

ギ

フ

ギ

群
町
1
3

技
釘
j

及
川
l
2

香
川
1
1

独F朋ず
116 お

③
中
村
傷
斎
『
小
学
示
蒙
句
解
』
元
禄
三
年
(
一
六
九
O)
序

(
以
下
三
字
略
)

(
以
下
二
一
字
略
)

「
『
小
学
示
蒙
句
解
』
の
訓
読
文
に
お
い
て
、
漢
音
と
呉
音
が
清
渇
の
み
で
違
う
漢
字
が
呉
音
(
渇
音
)
で
読
ま
れ
や
す
く
、
漢
音

と
呉
音
が
清
潟
以
外
で
も
異
形
で
あ
る
漢
字
は
呉
音
で
読
ま
れ
に
く
い
と
い
う
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
、
以
上
で
取
り
上
げ
た
漢
字

以
外
の
、
訓
読
交
の
漢
字
の
音
を
調
査
す
る
と
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
」

(
松
井
利
彦
「
近
世
漢
学
に
お
け
る
漢
字
音
の
位
相
」
〈
「
国
語
国
文
」
四
O
|
五
〉
)

そ
し
て
、
現
在
、
全
潟
音
戸
母
字
の
多
く
は
、
通
常
濁
音
で
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
(
事
|
ジ
・
罰
|
パ
ツ
・
蒋

l
パ
ク
・
巡
|
ジ
ュ
ン

六
、
結

び

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
の
ま
と
め
を
記
し
、
結
び
と
し
た
い
。

ω日
本
漢
音
に
お
け
る
全
渇
戸
母
字
の
調
音
形
は
、
そ
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
な
ぜ
漢
音
資
料
中
に
全
調
芦
母
字
の



渇
血
目
形
が
見
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。

今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
呉
昌
日
形
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
濁
戸
母
字
は
、

日
本
漢
点
目
で
は
い
わ
ゆ
る
清
音
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

ω呉
音
形
の
影
響
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
渇
声
点
の
声
調
は
、
比
較
的
早
い
時
期
の
資
料
や
漢
籍
訓
点
資
料
で
は
、
漢
音
声
調
の
僅

の
例
が
多
い
が
、
仏
典
や
、
漢
籍
で
も
時
代
の
降
っ
た
資
料
で
は
、
呉
音
声
調
と
な
る
割
合
が
高
く
な
る
。

ω仮
名
書
き
音
形
が
漢
音
と
呉
音
と
で
異
な
る
漢
字
に
着
目
し
て
、
呉
音
↓
漢
音
へ
の
移
り
変
わ
り
を
説
く
論
が
先
学
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
。

日本漢音資料に見られる全渇声母字の渇音形

し
か
し
、

一
方
、
「
全
濁
声
母
字
は
、
漢
音
|
清
・
呉
音
|
渇
」
と
い
う
規
範
が
存
す
る
中
で
、
室
町
時
代
以
降
規
範
に
反
し
て
、

《
仮
名
書
き
音
形
が
漢
音
と
呉
音
と
で
同
一
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、

漢
音
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、

呉
音
の
渇
音
優
勢
》

の
実
態
を
示
す
資
料
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
度
の
考
察
に
よ
っ
て
、

め
た
時
期
(
平
安
後
期
)
に
、
既
に
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

日
本
漢
音
の
頭
音
を
清
と
濁
と
で
捉
え
始

松
井
利
彦
氏
は
、
前
掲
の
論
文
中
で
、
甲
種
の
漢
字
|
漢
音
と
呉
音
が
清
濁
の
み
で
違
う
漢
字
・
乙
種
の
漢
字
|
漢
音
と
呉
音
と
が
清

渇
以
外
で
も
異
形
で
あ
る
漢
字
と
規
定
し
て
、
以
下
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

中
世
末
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
字
音
の
交
替
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
呉
音
が
漢
音
と
交
替
す
る
、
漢
音
が
呉
音
と
交
替
す
る

と
い
う
二
つ
の
方
向
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
乙
類
の
漢
字
(
行
、
人
、
性
、
静
、
男
な
ど
)
に
多
く
見
ら
れ
、
後

者
は
甲
種
の
漢
字
(
合
、
群
、
造
、
上
、
談
な
ど
)
に
多
く
見
ら
れ
る
。

661 

こ
の
指
摘
は
、
具
体
例
を
示
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
漢
音
と
呉
音
と
の
交
流
が
著
し
く
な
る
院

{U) 

政
・
鎌
倉
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
言
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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今
後
の
課
題
と
し
て
、

一
々
の
漢
字
に
つ
い
て
の
漢
音
・
呉
音
の
勢
力
変
化
の
実
態
と
、
そ
の
原
因
究
明
と
が
残
さ
れ
て
い
犠

注(
1
)
築
島
裕
「
渇
点
の
起
源
」
(
「
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
」
第
一
一
一
一
一
斡
五
号
)
参
照
。

(
2
)
現
在
複
製
本
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
内
、
比
較
的
純
粋
な
日
本
漢
音
資
料
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
文
献
か
ら
得
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
(

内
は
、
用
例
の
所
在
を
示
す
。

(
3
)
小
林
芳
規
先
生
か
ら
お
借
り
し
た
抜
き
書
き
移
点
本
に
よ
る
。

(
4
)
鈴
木
恵
氏
か
ら
拝
借
し
た
移
点
本
に
よ
る
。

(
5
)
森
博
達
「
《
日
本
書
紀
》
歌
謡
に
お
け
る
万
葉
仮
名
の
一
特
質
|
漢
字
原
音
よ
り
観
た
書
紀
区
分
論
|
」
(
「
文
学
」
四
五
1
2
)
参
照
。

(
6
)
岡
本
勲
氏
・
高
松
政
雄
氏
は
、
こ
の
考
え
に
立
つ
様
で
あ
る
。
岡
本
勲
「
日
本
漢
音
に
於
け
る
頭
子
音
の
清
潟
(
下
)
|
韻
鏡
清
の
字
に
し
て
日

本
字
音
潟
と
な
る
も
の
に
就
て
|
」
(
「
国
語
国
文
」
三
八

l
一
)
、
同
「
注
音
本
『
開
蒙
要
訓
』
と
日
本
漢
字
音
|
清
潟
の
ゆ
れ
を
め
ぐ
っ
て
|
」

(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
十
八
斡
)
、
高
松
政
雄
「
「
正
音
」
の
清
潟
|
名
義
抄
の
性
格
の
一
面

l
」
(
「
国
語
国
文
」
四
六

l
一
一
)
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
初
期
の
日
本
漢
音
資
料
の
例
が
不
足
し
て
お
り
、
説
得
力
を
欠
く
。

(
7
)
沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
理
越
経
鎌
倉
期
点
解
説
並
び
に
影
印
」
〈
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
六
斡
〉
、
同
「
高
山
寺
蔵
『
般
若
理
短
径
』
|
分
韻
表
|
」

〈
「
昭
和
六
十
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
」
平
成
元
年
三
月
〉
、
に
よ
る
。

(
8
)
水
谷
真
成
「
唐
代
に
於
け
る
中
国
語
語
頭
鼻
音
ロ

g
g色
町
田
片
山
口
ロ
の
進
行
過
程
」
(
「
東
洋
学
報
」
三
九

l
四
)
、
森
博
遠
足
日
本
書
紀
》
歌
謡
に

お
け
る
万
葉
仮
名
の
一
特
質
|
漢
字
原
音
よ
り
観
た
書
紀
区
分
論
|
」
(
「
文
学
L

四
五
l
2
1
高
松
政
雄
『
日
本
漢
字
音
概
論
』
一
九

0
・一

九
=
良
、
な
ど
。

(
9
)
『
広
韻
』
上
声
字
に
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
は
、
中
国
側
の
声
調
変
化
で
あ
る
上
戸
全
潟
字
の
去
戸
化
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
た
め
省
略
し
た
。

g
j③
④
な
ど
は
、
前
掲
の
文
献
記
号
で
あ
る
。

(
叩
)
「
代
」
は
、
呉
音
声
調
と
も
一
致
し
な
い
。
『
広
韻
』
声
調
と
日
本
漢
字
音
の
声
調
と
の
ず
れ
が
現
れ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

(U)
こ
こ
で
呉
音
の
声
詞
を
知
る
た
め
に
用
い
た
資
料
は
、
『
承
暦
本
金
光
明
最
勝
主
経
音
義
』
、
『
法
華
経
単
字
』
、
『
法
華
経
音
訓
』
、
妙
一
記
念
館
蔵



日本漢音資料に見られる全潟芦母字の濁音形

『
仮
名
書
き
法
華
経
』
、
国
会
図
書
館
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
円
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
径
』
、
『
大
般
若
径
音
義
』
諸
本
(
築
島
裕
『
大
般

若
径
音
義
の
研
究
本
文
篇
』
に
依
る
)
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
中
論
伺
煩
』
で
あ
る
。

5
の
諸
字
は
、
日
本
漢
音
で
は
一
音
節
字
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
上
声
一
化
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
に
於
け
る
声
調
変
化
|
岩
崎
文
庫
本
『
蒙
求
』
を
中
心
に
|
」
(
「
新
大
国
語
」
第
一

四
号
)
参
照
。

(
ロ
)
念
の
た
め
に
記
せ
ば
、
全
渇
戸
母
字
の
渇
立
日
化
例
が
、
も
し
中
国
原
音
の
反
映
で
あ
れ
ば
、
わ
が
国
の
呉
音
の
仮
名
書
き
音
形
と
の
関
係
に
よ
る

こ
の
よ
う
な
差
異
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

(
日
)
今
回
の
調
査
で
は
、
逮
渇
の
可
能
性
の
あ
る
例
も
一
様
に
扱
っ
て
き
た
。
漢
音
資
料
に
於
て
、
情
望
日
尾
字
の
直
後
の
漢
字
に
等
し
く
連
渇
の
可
能

住
が
あ
る
な
ら
ば
、
呉
音
と
仮
名
書
き
音
形
の
異
な
る
字
も
更
に
多
く
出
現
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
様
な
例
は
、
僅
か
で
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
、
漢
立
日
の
連
渇
発
生
に
も
、
当
該
字
の
呉
昌
日
形
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
H
)
小
伝
英
雄
「
不
渇
点
」
(
「
国
語
学
」
第
八
O
集
。
昭
四
五
|
一
二
)
、
中
国
祝
夫
「
文
明
本
節
用
集
の
た
め
に
」
(
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引

影
印
篇
』
所
収
。
昭
四
五
|
七
)
、
湯
沢
質
幸
寸
室
町
時
代
に
お
け
る
清
潟
と
呉
音
・
漢
音
|
文
明
本
節
用
集
を
中
心
と
し
て
」
(
「
国
語
国
文
」

四
六
l
2
)
参
照
。

(
日
)
高
訟
政
雄
「
呉
音
・
漢
音
|
珠
光
「
浄
土
三
部
経
音
義
」
よ
り
|
」
(
「
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
」
一
一
一
一
)
、
同
「
漢
音
の
清
渇
」
(
「
国
語

国
文
」
五
六

l
九
)
参
照
。

(
日
)
沼
本
克
明
「
変
体
漢
文
訓
読
に
於
け
る
字
音
語
の
性
格
」
(
「
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
」
第
7
号
。
)
、
来
田
隆
「
否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語

の
虫
日
と
意
味
|
「
無
礼
」
の
音
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
四
韓
)
な
ど
。

(
げ
)
渓
立
日
と
呉
音
と
で
仮
名
書
き
音
形
が
同
形
の
場
合
、
な
.
せ
漢
音
の
油
田
で
は
な
く
、
呉
音
の
濁
に
流
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
考
え
る
と
こ
ろ

が
鉱
山
い
。
後
考
に
倹
ち
た
い
。

(
時
)
本
稿
の
考
察
は
、
全
潟
声
母
字
に
限
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
の
声
母
字
に
も
原
則
に
合
わ
な
い
例
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
全
体
の
中
で
の
検
討

も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
漢
字
が
ど
の
様
な
語
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
そ
の
語
義
変
化
を
も
考
慮
に
い
れ
て
考

察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
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